
河川教育における十勝石の教材化の取組３ 
―河川教育の実践から－ 

Efforts to Use Tokachi Stones as Teaching Materials in River Education３ 

－From the Practice of River Education－― 

  舘英樹１  山内拓也２  境智洋３

士幌町立中士幌小学校１ 本別町立勇足小学校２ 北海道教育大学釧路校３ 

TACHI Hideshige１  YAMAUCHI Takuya２ SAKAI CHihiro３ 

Nakashihoro elementary school1  Yutari elementary school2

Hokkaido University of Education Kushiro Campus３

＜概要＞ 本研究は、総合的な学習の時間における「河川学習」の一環として十勝石を教材化し、児童

が見いだした二つの課題を追究した実践の 「成果」と「課題」を報告することを第一の目的とした。ま

た、その 「成果」と 「課題」及び十勝川水系の河川の十勝石の調査等から、実践した単元計画を見直し、

十勝石を教材とした新たな単元計画を作成することを第二の目的とした。 

１．研究の背景 

総合的な学習の時間を通して、児童に資質・能力を育

成することが求められている。  小学校学習指導要領解

説総合的な学習の時間編』（文部科学省、2017）には、

「総合的な学習の時間の目標を実現するにふさわしい

探究課題を設定するとともに、探究課題の解決を通し

て育成を目指す具体的な資質・能力を設定する」と示さ

れており、各学校が内容を定める必要がある。 

しかし、探究課題と資質・能力とのかかわりが明確に

なっていない教育課程も散見される。公立のＡ小学校

においても、総合的な学習の時間の内容改善する必要

があったことから、内容の改善のために、総合的な学習

の時間に河川学習を取り入れることとした。 

２．研究の目的 

本稿においては、第５、６学年で実施した「河川学習」

において、十勝石に興味をもって追究した児童の学習

活動の 「成果」と 「課題」を報告することを第一の目的

とした。また、その 「成果」と 「課題」及び十勝石の調

査等を踏まえ、実践した単元計画を見直し、十勝石を教

材とした新たな単元計画を作成することを第二の目的

とした。 

３．実践の経過と「成果」と「課題」 

公立のＡ小学校は、利別川と美蘭別川近くに位置し、

両河川が交錯する辺りの川原を観察することができる。

そこで、川原の自然観察を通して、興味・関心をもった

自然の事物・現象を追究する単元を考え実践した。 

黒曜石の一種である十勝石は、北海道十勝地区に広

く分布しており、十勝地区の河川でよく見られる岩石

である。また、社会科において石器の学習で取り上げら 

れたり、民家の庭に飾ってあったりするなど、目にする 

機会も多く、児童には、なじみのある岩石である。 

総合的な学習の時間に取り組んだ「河川学習」におい

て、複数名の児童が川原の観察を通して十勝石に興味・

関心をもった。興味・関心をもった児童で 「十勝石グル

ープ」をつくり、「十勝石がどこから来たのか」「十勝石

はどのように利用されてきたのか」という課題を見い

だして追究した。その活動内容を表１に示した。 

表１ 「十勝石グループ」の活動内容 

表１に示した通り、二つの課題を追究した。「十勝石 

はどのように利用されてきたのか」という課題は、社会

科の学習でも取り組んでいることから、児童は、すぐに

予想し調べることができた。 「十勝石が、どこから来た

のか」という課題は、当初は、全く予想もできずに苦労

したことから、調べたり、マッピングしたりして予想し

た自分たちの考えが正しいかどうか、本当に知りたい

という児童の気持ちが表れた追究活動となった。予想

に基づいて、インターネットで調べ、最終的に、専門家

の方から「十勝三俣」と聞いたときは、解決できたこと

時間 過程 活動内容 育成したい資質・能力 

２  
課題の 
設定 

自然観察等で見いだした
問題から課題を設定し、
予想に基づいて課題解決
を見通す活動  

見いだした問題から課題を設定 
する。 
予想に基づいて課題解決の見通 
しをもつ。 

５  
情報の
収集 

「十勝石が、どこから来
たのか」「十勝石はどの
ように利用されてきたの
か」について予想し、解
決への見通しをもつ活動  

自分が知っていることと結び付 
けようとする。 
情報収集の手段を選択する。 
収集した情報を蓄積する。 

10 
整理・ 
分析 

課題ごとに、収集した情 
報を整理して検証し、考 
察する活動  

情報に合わせて整理する。 
整理した情報に基づいて、比較 
したり、関連付けたりして、妥 
当な考えをもつ。 

13 
まとめ 
・表現 

課題の解決に向けて、調
べたことや考察したこと
などをスライドにして発
表する活動  

相手に応じてわかりやすくまと 
め表現する。 
他者と協働し、スライドを推敲 
する。 
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に喜んでいる姿が見られた。体験から問題を見いだし

たが、インターネット、専門家の方に聞くという方法で

情報収集し、結論を導きだす学習となった。 

「成果」は、児童が見いだした 「十勝石が、どこから

来たのか？」という課題は、追究する中で、資質・能力

を身に付けていくことが可能であり、追究に値する課

題だと考えられることである。 「課題」は、インターネ

ットで情報収集するといった学習のみで解決した点で

ある。実際に、自分で十勝石を探すという体験的な活動

を取り入れることで、より児童の思考に沿った学習活

動になると考えられる。 

４ 指導計画改善の取組 

（１）十勝川水系に含まれる河川の調査 

 「十勝石は、どこから来たのか」という児童が見いだ

した課題を追究する単元計画の作成に向けて、十勝川

水系の河川において、十勝石の調査を行うこととした。

調査は、教員２名が中心となり、児童が河原に降りられ

そうな場所を探し、児童の十勝石探しを想定して安全

面及び十勝石が採取可能かどうかを検証した。 

今後も調査を続けるが、ここまでの調査の結果、美蘭

別川は、上流まで十勝石を見つけることができ、児童が

実際に観察する場所も多数あった。利別川は、本別町市

街の本別大橋下の川原のみ調査し、十勝石を見つける

ことができ、児童も観察可能であった。本別川は、中心

となる教員２名に加え、３名の教員と児童も一緒に、本

別公園の川原において調査をしたが、十勝石を見つけ

ることができなかった。長年、本別川の調査を行ってい

る研究者も、本別川に十勝石はないとのことであった。 

居辺川は、旧士幌町立下居辺小学校裏の河原、朝暘公

園の川原で、十勝石を見つけることができた。専門家に

確認したところ、 「川原の側面の地層に十勝石が埋まっ

ている」とのことで、上流から流れてきている十勝石も

あれば、過去に堆積した十勝石が、側面から崩れ落ちて

きている場合もあるということが分かった。 

（２）単元計画の改善 

これまでの調査等から、単元計画の改善を図った。改

善の方向性は、 「児童が川原の観察を通して問題を見い

だすことができるようにすること」、「児童が実際に調

査して、十勝石がどこから来たのかを考える計画とす

ること」、「十勝川水系の河川であれば、利別川以外でも

実践できる計画とすること」である。高学年を対象とし

て、作成した単元計画を表2に示した。 

表2に示した通り、 「川原の自然環境はどのように保

たれているのだろうか」という問題を追究する 「川原の

自然」単元の計画を考えた。この問題の解決に向け、自

然を構成する動植物、岩石等に課題を見いだして、グル

ープまたは個人で調べる探究活動を実施する計画であ

り、 「十勝石グループ」は、この問題を解決するために、

十勝石に関する課題を追究するという位置付けである。 

「十勝石グループ」は、理科で学習したことから「十 

表2 十勝石グループの単元計画 

勝石も、他の石と同じように上流から流されてきたの

ではないか」と予想し上流の川原を調べたり、専門家の

方に聞いたり、インターネットで検索したりするなど、

多様な方法で調べていく。調べたことを発表し合い、出

された意見に基づいて調べ直し、最終的には、「十勝石

をはじめ、川原の石は、流れてきたり、流されていった

りしてバランスが保たれているが、川原の露頭から出

てくる石もあり、川原の露頭は、少しずつ削られてい

る。」といったところまで、まとめることができると考

える。 

５ 今後に向けて 

  「川原の自然」単元のうち、 「十勝石グループ」の新

たな単元計画を作成した。まだ実践していないことか

ら、今後、実践を通して、資質・能力が身に付くかどう

か検討していきたい。 

６．参考文献 

文部科学省 (2017).   小学校学習指導要領(平成 29

年告示)解説総合的な学習の時間編』，東洋館出版社，

187． 

時
間 

過
程 

活動内容 
育成したい資質・能力 

※備考 

２  

課 
題 
の 
設 
定 

自然観察等で川原の環境に関わる問
題を見いだし課題を設定する 
問題「川原の自然環境はどのように
保たれているのだろうか」 
〇 川原の自然観察 
・理科の学習を想起し岩石がどこ
から来たのか考える。 

・川の動物の取り方、植物の見
方・名前等の説明を通して、興
味・関心を高める。 

見出した問題にかかわる課 
題設定する 

既知の情報等と結びつけて 
予想し、予想に基づいて課 
題解決の見通しをもつ 

５  

情 
報 
の 
収 
集 

 「十勝石はどこから来たのだろう
か？」という課題に沿って追究する 
〇 予想に基づいて情報を集める 
・上流からという予想から、上流
にさかのぼって調べる。 

・もともとあったという予想か
ら、川岸の露頭を調べる。 

・インターネットで調べる、詳し
い方に取材する。 

情報収集の手段を複数考え 
て必要な情報を収集してい 
る。 

※動植物に興味・関心を持
った児童は、それぞれの
課題に沿って調べる。 

10 

整 
理 
・ 
分
析 

十勝石に関わる収集した情報を整理 
する 
〇 情報を整理、分析する 
・地図上に十勝石を発見した場所
等をマッピングする。 

・十勝石に種類があることや、給
元となっている場所などの記録
も整理する。 

情報に合わせて、検討しや 
すいように整理する。 

整理した情報に基づいて、 
比較したり、関連付けたり 
して、妥当な考えをもつ。 

13 

ま
と
め 
・
表
現 

川原の自然について発表し合いまと
める 
〇 発表から考える 
・各自調べたことを発表する。 
・発表を聞き、どのように川原の
自然が保たれているか考える。 

・まとめる。 
「川原の自然は、多様な要因の絶
妙なバランスで保たれている
が、少しずつ変化している。」 

相手に応じてわかりやすく 
まとめ表現する。 

他者と協働し、スライドを 
推敲する。 
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小学校理科における流域概念の形成を図る教材開発 

Developing Teaching Materials for Fostering the Concept of Watersheds 

in Elementary School Science 

鳴川哲也１，鴫原卓２  

福島大学１，郡山市立明健小学校２

NARUKAWA Tetsuya１, SHIGIHARA Taku２

Fukushima University１, Koriyama City Meiken Elementary School２

本研究では，小学校理科の授業において流域概念を形成する教材を開発することで，身近な

河川を流域として捉え直すことのみならず，支流の水が本流に流れ込むという理解を基に，児

童の防災意識の高まりを目的とした。第 4学年「雨水の行方と地面の様子」では，開発した教

材を活用することで，広域に降った雨が地面の低い方に流れて集まることへの理解を促進する

ことができることが予見された。今後は教材を改良し，授業展開と合わせて提案をしていく。 

1．はじめに

近年は線状降水帯による豪雨の発生など，異常

気象による自然災害が頻発している。異常気象へ

の防災意識を高めるためには，様々な知識を獲得

する必要があると考える。豪雨などの自然災害に

関連する内容は，第 5学年の「流れる水の働きと

土地の変化」「天気の変化」の単元で学習する。し

かし，これらの学習の中で，雨が広範囲にわたっ

て降り，その雨水が集まって，川が増水するとい

う流域概念に触れることがないため，実際の自然

現象と児童の学習活動に乖離が生じている。 

また，現行学習指導要領に新内容として位置付

けられた第 4学年「雨水の行方と地面の様子」の

学習においても，自然災害との関連を図ることが

可能となっているが，学習指導要領では流域概念

の獲得までは言及していない。 

児童の防災意識を高めるためには，児童が流域

概念を獲得することが重要ではないかと考え，小

学校理科の学習内容と関連を図った教材を開発す

ることを本研究の目的とした。 

２．教材の開発 

（1）第 4学年「雨水の行方と地面の様子」の学習

で使用する教材 

  第 4 学年「雨水の行方と地面の様子」の学習で

の活動を想定し，撥水加工を施した丈夫なツイル

生地を用い，児童が生地を扱いやすいように，刺

繡枠（直径 24㎝）で固定した教材を作成した（図

1）。ここに霧吹きなどを使って自分で水玉をつく

り，自由に水玉を移動させる活動を行う。ここで

の水玉の動きと実際の校庭などにみられる雨水の

流れと関係付けて，雨水が高い場所から低い場所

へと流れて集まることを捉えることができるよう

にする。 

図１ 撥水性ツイルを使用した教材 

 また，校庭などで実際に雨が降っているときに，

雨水を受けとめて，それを自分たちで移動させる

ような活動を行うために，刺繍枠を使わずに，大

きな布のままで使用することも想定した。 

（2）第 5学年「流れる水の働きと地面の様子」の

学習で使用する教材 

  第 5学年「流れる水の働きと土地の変化」の学

習での活動を想定し，福島市荒川流域の地形図を

基にした立体模型（3Dプリンターで作成されたも
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の）を基に，株式会社ナリカ様の協力をいただき，

バキューム機器でプラスチック製の流域立体模型

を作成した（図 2）。これを既成の流水実験器にジ

ョイントして使用する。そこに人工の雨を降らせ，

雨の量によって，流れる水の働きの変化を捉える

ことができるようにする。なお，本教材は，現在

試作品を作成している段階である。 

図２ バキューム機器で作成した流域立体模型 

３．授業での実際 

【対 象】郡山市立明健小学校 第 4学年 31名 

【実施日】令和 7年 6月 19日（木） 

【単 元】「雨水の行方と地面の様子」 

本単元の導入場面において，児童一人一人に，

刺繍枠で固定した超撥水ツイルを配付し，自由に

水を垂らして，水玉を自由に移動する活動を行っ

た。この活動には，あまり明確な目的は持たせず，

自由に活動できるようにした（図 3）。 

図３ 自由に水玉を移動させる児童 

その後，降雨後，校庭の特定の場所に水たまり

ができていることにから，そこに水たまりができ

る理由を考える活動を設定した。すると，単元導

入での水玉を自由に移動させる活動を想起し，水

が低い方に流れていてたまったのではないかと予

想する児童が出てきた。実験方法も，教材で使用

した布を校庭に敷いて，水玉が移動して，水たま

りができる様子を再現すればよいという考えが出

された。大きい布のままの撥水性ツイルを使って，

観察を行った結果，水たまりのでき方を以下のよ

うにまとめる児童がいた（図 4）。 

図４ 水たまりのでき方をまとめた児童 

さらに，福島県の中央にある猪苗代湖を大きな

水たまりと捉える児童の発言から，猪苗代湖ので

き方について話し合う活動にも発展した（図 5）。 

図５ 猪苗代湖のでき方を考えた児童 

４．おわりに 

授業後の感想に「水たまりは，高い所から低い

所に水が流れて，くぼんでいるところにできる。

猪苗代湖の周りの山があるから，猪苗代湖に水が

流れていくという意見がすごいと思いました。雨

が流れて，海にまで流れていくなんて信じられな

いほどすごいと思いました。地球がへこんでいる

かもしれない！？」と書いた児童がいた。本研究

で開発している教材が流域概念の獲得に有効であ

ると期待できる。  

今後は，第 5学年で活用する教材と合わせて実

践を重ね，単元展開と合わせて提案していく。 

５．参考文献 

文部科学省(2017)，「小学校学習指導要領」，東

洋館出版社，pp.56-57,71-73 

本研究は公益財団法人河川財団からの助成（助

成番号 2024-5211-044）を受けたものである。 
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「流域」をキーとする新たな教材と活用提案 

"New Educational Materials and Utilization Proposals Focused on the Concept of 

Watershed" 

佐藤友香１，菅原一成２ 

公益財団法人 河川財団 河川・水教育センター 研究員１，上席研究員２

SATOH Yuka１, SUGAWARA Kazunari２

Researcher of The River Foundation１,Chief Researcher of The River Foundation２

概要： 近年の豪雨災害に対応するためには、水害の仕組みを理解し、適切に行動できる力を育む必

要がある。現行の理科教育では水の流れや性質を扱っているが、「流域」の概念は十分に取り入れら

れていない。そこで、学習指導要領に沿って「流域」をキーワードにした教材を開発した。 

1．はじめに

近年頻発する豪雨災害を軽減するためには、国

民が、水害が起こる仕組みを理解し、適切な対応

ができるようにする必要がある。しかし現状は、

河川を流れる水がどこに来るのかということにつ

いて、必ずしも正確には理解していない国民が多

いと考えられる。 

小学校教育では、地表面に降る雨や雪の行方に

ついて、以下のような内容が理科で扱われている。

これらは、流域の概念（川の成り立ち）に発展し

得る内容も含んでいるが、流域という言葉は学習

指導要領には登場しておらず、流域の概念を学ぶ

機会ないのが現状である。 

・水は、水面や地面などから蒸発し、水蒸気にな

って空気中に含まれていくこと。また、空気中

の水蒸気は、結露して再び水になって現れるこ

とがあること。（小４理科「天気の様子」）

・水は、高い場所から低い場所へと流れ集まるこ

と。（小４理科「雨水の行方と地面の様子」）

・水のしみ込み方は、粒の大きさによって違いが

あること。（小４理科「雨水の行方と地面の様子」） 

今後の教育において流域の概念を取り入れるこ

とで、流域における降雨が増えると河川の水量が

増えることや、河川の流下能力を超えると氾濫が

生じるという水害の仕組みを、子供のうちから身

に付けさせることが重要である。これにより、自

分自身や家族を守る力が育まれることが期待され

る。 

そこで河川財団では、教員が授業に流域の概念

を容易に取り入れられ、児童生徒が自ら流域の概

念を学べる教材を開発することにした。 

２．関連教材 

 流域に関する既存の教材として、以下のような

ものが挙げられる。 

・河川財団 動画教材「雨水の行方と地面の様子」：

小学校４年理科「雨水の行方と地面の様子」に

対応。授業のまとめや振り返り等で活用するこ

とを目的としたものである。日常生活の関連と

して、雨水が流域内で集まり河川に流れ込む仕

組みに触れている。 

・国土交通省 地域別の学校用教材：一部の教材で

は、流域の概念を取り入れた事例が見られる。 

・YAMAP 「流域地図」：学習用に作成されたもので

はないが、簡単な操作で身近な地域がどの河川

の流域か調べることができる。地図上で流域を

選択すると、流域がフォーカスされ、また流域

に含まれる山や河川、下層の流域も表示される。 

これらの教材を踏まえ、学習指導要領に沿う形

で、流域の働きや流域と社会事象との関係性を学

ぶことができるものを検討した。 

３.「流域」をキーとする新たな教材の作成 

以下の４つの教材を作成した。 

① 流域アプリ「雨水のゆくえと地面のようす」

小学校４年理科「雨水の行方と地面の様子」に

対応。雨水が地形に沿ってどのように流れる

かをシミュレーションでき、流域の概念につ
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ながる基礎的な理解を促す。 

図 1 流域アプリ画面 

② 学習用流域デジタルマップ

小・中学校の社会科や理科、総合的な学習の時

間、高校地理などに対応。３Ｄマップ上に学校

の位置や土地利用、洪水浸水想定区域図など

を重ねて表示し、地域や国土の様子を流域の

視点から学習できる。

図 2 学習用流域デジタルマップ画面 

③ 先人の働きポータルサイト

小学校４年社会科「先人の働き」に対応。稲作

や水害対策など、地域の発展に尽くした先人

の働きを流域という視点からとらえ直すこと

で、その意味や役割についての理解を深める

ことを促す。

図 3 先人のポータルサイト画面 

④ プロジェクト WET e-Learning「流域さがし」

「流域パズルゲーム」を通じて、楽しみながら

流域の仕組みを学習することができる。アプ

リ内の動画で学習の振り返りを行い、流域の

理解を促す。

４．授業での活用 

授業での活用例として、以下に２校での実践内

容を記載する。 

①流域アプリ「雨水のゆくえと地面のようす」 

・対象：ノートルダム清心女子大学附属小学校

第４学年 

・教科：理科「雨水の行方と地面の様子」

・活動：操作説明ステージで操作方法を知る。

基礎モード「分かれる」を実施する。 

基礎モード「流域」を実施する。 

発展モード「大和川」を実施する。 

活動を振り返る。 

・児童の様子：高い関心を示し、３Ｄ地形図を

操作しながら雨水の流れを確認。実験結果と

関連づけて考察する姿も見られた。

②学習用流域デジタルマップ 

・対象：信州大学教育学部附属中学校第１学年

・教科：総合的な学習の時間

・活動：流域アプリの実施

千曲川流域探し（プロジェクト WET） 

学習用流域デジタルマップで千曲川を

調べる 

 まとめ 

・児童の様子： 流域について初めて学ぶ中で、

千曲川や流域の特徴を、土地利用、浄水場の

位置などと関連付けて、地域の特色について

発見しようとする姿が見られた。 

５．今後の展望 

今後は授業実践を通じて作成した教材の効果検

証を進めるとともに、教材の改良を実施する。流

域の理解を深める教育の充実に向けて、継続的な

取り組みを行っていく。 

６．参考文献 

文部科学省(2017),「小学校学習指導要領（平成 29

年告示）解説理科編」,東洋館出版社,p.49,p.56

 図 4  e-Learning「流域さがし」画面 
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概要：本研究では、豪雨災害に対する防災教育のために開発したシミュレーション教材を、

日本同様に豪雨災害が頻発するインドネシアの大学生を対象に実践し、教材としての効果

が得られるかについて検証した。その結果、インドネシアにおいても、日本の国内の結果と

同様、肯定的な結果が得られたが、操作性や学校教育における防災教育への展開において課

題が見られることがわかった。 

１ はじめに 
近年，大型の台風や線状降水帯などに伴う集

中豪雨が頻発し，河川の増水・氾濫，土砂災害
など多大な影響を与えている。このような異常
気象に伴う災害は、日本に限定されたものでな
く、世界中各所で頻発し、被害は過去例にみな
いほどとなっている。このような災害被害を受
けて、自然災害に対する防災教育の必要性は高
まっている。 
H29 改訂小学校学習指導要領解説理科編

（2018）では，「自然災害との関連を図りなが
ら学習内容の理解を深めたりする」また，中学
校学習指導要領解説理科編（2017）においても，
「全学年で自然災害に関する内容を扱うこと」
とされ，義務教育段階での防災教育は重要視さ
れて，その実施が急務となっている。 
これらを受け，大鹿らは，小・中学校におい

て豪雨対策をシミュレートできる教材の開発を
行った（大鹿ら 2024、2025）。この教材を用い
ることで，豪雨の被害状況や防災に対する意識
変容が見られる等，効果があることがわかった。 
そこで本研究では，防災教育に有効であるシ

ミュレーション教材を、日本と同じように豪雨
災害が多発するインドネシアにおいて実践し、
日本以外でも効果があるかについて検証を行っ
た。また、その結果を踏まえ、防災教育に関す
る日本との共通点や相違点を探ることとした。 

２ シミュレーション教材 
開発したオリジナルのシミュレーション教材

は，架空の河川を含む白地図上に，豪雨災害に
対応できるよう用意されたさまざまな建物パー
ツを配置して街づくりを行うものである。 

用意した建物には，災害時に対応する市役所
や警察署，消防署等の他，避難所となる学校や
公民館，さらには災害時の物資供給を行う企業
やサービス業に関する施設などを用意した。街
づくりを行った後，災害が起こった際に，街の
どのような箇所で被災が起こるかの被災シート
を用いて，街のどの場所にどのような災害が発
生するかを確認できるようにした。加えて，そ
れぞれの施設が災害時にどのような役割を果た
すことができるかを説明した解説シートを作成
した。 
インドネシアでの実践にあたり、教材を英語

版に翻訳すると同時に、施設の一部をインドネ
シア用に修正したものを用いた。 

３ インドネシアでの実践 
 教材を用いた実践を令和７年７月にインドネ
シア共和国セベラス・マレット大学教育学部の
学生 50名を対象に実施した。授業では，まず，
身近な豪雨や台風による水害の実例を紹介し，
豪雨災害が実生活に与える影響について理解さ
せた後，このような災害が防げるような，また，
災害が起こった後，復旧できるような街とはど
のようなものかと投げかけ，教材を用いて街づ
くりの活動を行わせた。活動後，作成した街に，
豪雨災害が発生した際，どのような被害が起き
るか被害シートを提示させ，災害と街との関係
について考えさせた。最後に，質問紙調査を行
った。 

４ 実践の結果 
 実践では、7～8名からなるグループに分かれ
て街づくりの活動を行い（図１）、その結果、
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７つの街が作られた（図２）。 
 英語版に翻訳した本教材は、特段、問題なく
インドネシアの大学生でも実施が可能であっ
た。ある程度、インドネシア用に施設の名称な
どを変更したりしたが、なじまない施設も見ら
れ、どのような施設なのかについて、質問を受
けた。作成後、被災状況や施設の効果や影響に
ついて仮説シートを配布して、災害時の理解を
促した結果、多くの学生が納得していることが
見て取れた。 

図１ 教材の活動風景 

図２ 生徒が作成した街の例 

５ 考察 
活動後に行ったアンケート結果より，本教材

の評価については、50名全員から肯定的な回答
が得られ、また、教材を実施することで、災害
に対する意識が変容したかについても、全員か
ら肯定的な回答が得られた。さらに、本教材の
経験を踏まえ、学校における防災教育の必要性
についても、ほぼ全員から必要であるとの回答
が得られた。ただし、教材の使いやすさについ
ては、簡単、難しいが半々の回答であり、この
ようなシミュレーション教材を実施したことの
ない状況が、日本での結果と大きく異なってい
た。
学生からのコメントでは、「シミュレーショ

ン活動をすることによって，防災のイメージが
沸いた」，「ライフラインの重要性を理解でき
た」，「街のどのような場所にどのような被災
があるかがわかった」など，災害を自分事とし
て捉えられていたようであった。
日本での結果と大きく異なる点として、イン

ドネシアでは、地域ごとのハザードマップが作
成されていないこと、また、学校教育において、
避難訓練など基礎的な教育が確立されていない
こと、教科と関連させた防災教育が示されてい
ないことなど、課題が様々あることがわかった。
また、社会環境、地理的状況の違いが機能して
ないなど、教材の活用については、改善すべき
事項が明らかとなった。 
今後、教材としての共通的な仕組みを生かし

ながら、国や地域の状況に合わせてどのように
活用すべきか、活用方法の再検討が必要である。 
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